
六
朝
隋
唐
五
代
と
日
本
に
お
け
る
『
霊
棋
経
』

－
敦
煌
本
・
室
町
期
鈔
本
を
中
心
に

岩

本

篤

志

は

　

じ

　

め

　

に

山
形
県
米
沢
市
に
あ
る
米
沢
市
立
図
書
館
は
多
数
の
善
本
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
各
方
面
の
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
所
蔵
し

て
い
た
黄
善
夫
本
『
史
記
』
『
漢
書
』
　
『
後
漢
書
』
前
三
史
や
唐
代
の
医
書
『
千
金
方
』
は
東
ア
ジ
ア
を
み
わ
た
し
て
も
数
少
な
い
宋
本
で
あ
る

し
、
五
山
の
僧
、
桃
源
瑞
仙
『
史
記
桃
源
抄
』
お
よ
び
月
舟
寿
桂
『
史
記
幻
雲
抄
』
抄
本
の
ひ
と
つ
を
所
蔵
す
る
。
そ
L
て
こ
れ
ら
貴
重
な
典

籍
の
多
く
は
米
沢
藩
校
、
輿
譲
館
や
米
沢
藩
上
杉
家
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
直
江
兼
続
や
前
田
屡
次
に
か
か
わ
る
も
の
も

∵
1
）

あ
る
と
つ
た
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
九
〇
〇
年
に
硯
・
甘
粛
省
敦
塩
市
の
黄
高
窟
・
蔵
経
洞
で
発
見
さ
れ
た
敦
埋
立
献
は
南
北
朝
か
ら
隋
唐
五
代
期
の
漢
文
以
外
も
ふ

く
ん
だ
広
汎
な
分
野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
類
史
的
な
重
要
性
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
2
）

こ
の
∴
つ
の
地
に
『
霊
棋
経
』
と
い
う
典
籍
が
存
在
し
た
。
『
霊
棋
緯
』
と
は
計
卜
二
枚
の
棋
に
L
・
中
・
†
を
そ
れ
ぞ
れ
四
枚
ず
つ
、
記

し
た
も
の
を
投
げ
、
字
の
あ
る
面
と
な
い
面
、
百
四
十
五
の
組
み
合
わ
せ
を
卦
と
し
、
そ
れ
に
相
応
し
た
謡
辞
、
吉
凶
を
記
L
た
卜
笠
苦
で
あ

る
。
い
ま
や
そ
の
名
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
典
籍
で
あ
る
が
、
判
断
に
迷
っ
た
と
き
の
決
め
て
と
し
て
、
長
い
間
、
世
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

（
3
〕

る
。

－－1－・・



『
霊
棋
経
』
は
､
四
庫
全
書
や
道
蔵
に
収
録
さ
れ
て
お
り
､
明
代
以
降
で
は
し
ら
れ
た
本
と
い
っ
て
よ
い
｡
し
か
し
､
こ
こ
で
強
調
す
べ
き

は
､
明
代
以
前
の
テ
キ
ス
ト
が
残
っ
た
の
は
敦
燈
と
日
本
の
み
で
､
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
書
物
自
体
の
形
成
過
程
が
あ
き
ら
か
に
で
き
る
だ
け
で

な
く
､
中
国
の
文
化
が
周
縁
地
域
に
ど
の
よ
う
に
波
及
し
受
容
さ
れ
た
か
を
知
る
一
例
と
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡
[
中
村
一
九
八
五
]

[
太
田
一
九
五
二
も
指
摘
す
る
よ
う
に
､
陰
陽
術
数
占
-
の
典
籍
は
と
-
に
日
本
に
残
存
し
て
お
り
､
東
ア
ジ
ア
の
書
籍
､
文
化
史
に
お
い

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
｡

敦
燈
発
見
の
残
巻
は
総
計
六
点
有
り
､
現
在
､
大
英
国
書
館
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
明
代
以
前
､
日
本
に
伝

来
し
た
と
み
ら
れ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
抄
本
と
し
て
伝
存
し
て
お
-
､
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
､
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
､
そ
し
て
狩
谷

横
蔚
の
求
古
楼
旧
蔵
本
が
あ
る
｡
な
お
求
古
楼
本
は
楊
守
敬
が
落
手
し
､
現
在
は
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
う
ち
､
筆
者

は
大
英
図
書
館
蔵
残
巻
と
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
､
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
､
求
古
楼
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
慶

(
4
)

応
大
学
斯
道
文
庫
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
み
せ
て
い
た
だ
-
機
会
を
得
た
｡

中
原
を
遠
-
離
れ
た
西
と
東
の
地
に
残
っ
た
こ
れ
ら
残
巻
･
抄
本
か
ら
『
霊
棋
経
』
の
形
成
過
程
を
整
理
し
､
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
社
会
状

況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
を
論
じ
る
も
の
と
し
た
い
｡

2

-

諸
本
の
概
要
と
先
行
研
究

『
霊
棋
経
』
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
は
あ
る
が
､
敦
塩
と
日
本
の
抄
本
を
比
較
し
た
も
の
や
､
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
や
そ
の
存
在
形
態
ま

で
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
は
な
い
｡
ま
た
先
行
研
究
は
対
比
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
文
淵
閣
四
庫
全
書
『
霊
棋
経
』

(
以
下
､
四
庫
本
)
､
正

統
道
歳
『
霊
棋
経
』

(
ま
た
は
『
霊
棋
本
章
経
』
､
以
下
､
道
蔵
本
)
､
通
行
本
(
論
末
⑰
⑱
の
類
)
な
ど
を
用
い
る
が
､
テ
キ
ス
ト
間
の
差
異



を
意
識
せ
ぬ
ま
ま
比
較
し
て
い
る
た
め
､
敦
燈
､
日
本
抄
本
の
特
徴
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
｡
次
に
敦
燈
､
日
本

抄
本
の
特
徴
を
序
と
後
序
の
構
成
､
卦
形
､
卦
象
名
､
注

(
顔
､
何
の
各
注
)

を
と
-
あ
げ
た
｡
な
お
こ
れ
ら
の
部
分
に
注
目
し
た
の
は
､
明

ll･-･
l

代
以
降
の
諸
版
に
つ
い
て
整
理
を
お
こ
な
っ
た
結
果
､
比
較
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
｡

ま
ず
､
敦
燈
の
残
巻
に
つ
い
て
み
て
い
-
と
[
千
国
椎
一
九
七
六
]

[
羅
`
九
七
〇
]

[
王
重
民
一
九
五
八
]

[
大
淵
.
九
七
八
]

[
K
a
l
i
n
o
w
s
k
i

(
6
)

)
9
9
1
]

[
菅
原
一
九
九
一
J

[
S
o
y
m
i
e
)
9
9
)
]

[
S
o
y
m
i
e
)
9
9
5
]

[
黄
二
〇
〇
∴

[
土
J
i
l
▲
▲
0
〇
四
]

な
ど
に
言
及
が
あ
る
｡
た
だ
前
二
者
は

時
代
の
制
約
も
あ
っ
て
s
左
七
七
の
`
部
に
言
及
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
現
在
､
敦
燥
出
土
の

『
霊
棋
経
』

(
霊
棋
卜
法
､
霊
棋
本

章
経
)
と
し
て
し
ら
れ
る
も
の
は
大
英
図
書
館
蔵
に
s
五
五
七
､
s
九
七
六
六
､
s
九
七
六
六
Ⅴ
､
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
に
p
三
七
八
一
.
､

p
四
〇
四
八
､
p
円
九
八
四
Ⅴ
の
計
六
点
が
あ
り
､
こ
れ
ら
す
べ
て
を
と
-
あ
げ
た
の
は
[
黄
二
〇
〇
▲
]

[
土
f
∴
0
〇
四
]
か
ら
で
あ
る
｡

E
本
抄
本
に
つ
い
て
は
[
森
克
之
▲
九
六
七
]

[
楊
`
`
0
〇
二
]

[
太
田
一
九
五
二

[
1
;
m
一
九
八
八
]

[
阿
部
.
九
七
六
]
に
言
及
が
あ
る
｡

[
太
;
`
九
`
九
.
]

は
東
京
人
学
総
合
図
書
館
蔵
本
の
性
格
と
流
伝
を
分
析
し
､
さ
ら
に
は

『
霊
棋
経
』
の
‖
本
へ
の
波
及
に
ま
で
言
及
し
て

お
り
､
示
唆
的
で
あ
る
｡
た
だ
敦
燥
の
残
巻
に
つ
い
て
は
s
五
五
七
の
▲
部
分
に
言
及
す
る
の
み
で
､
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
へ
の
言
及
も
な

い
｡
ま
た

[
森
し
吐
之
一
九
六
七
]
[
楊
二
〇
〇
二
]

[
阿
部
一
九
七
人
]

は
求
古
楼
旧
蔵
本

(
現
在
､
ム
〓
湾
故
宵
博
物
院
蔵
)

に
つ
い
て
の
解
題

で
あ
る
｡
本
稿
で
は
こ
れ
ら
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
､
諸
本
の
比
較
を
お
こ
な
い

『
霊
棋
経
』
が
ど
の
よ
う
な
形
成
過
程
ま
た
は
流
伝

を
た
ど
っ
た
か
を
あ
と
づ
け
た
い
｡
ま
ず
は
諸
本
に
つ
い
て
形
態
､
内
容
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
｡

3

3
:
s
五
五
七
､
p
-
.
i
:
七
八
一
.
(
以
下
､
敦
塩
本
L
i
･
1
=
.
と
記
す
)

s
有
五
七

首
尾
残
欠
｡
行
ご
と
に
縦
罫
が
ひ
か
れ
て
い
る
｡
卦
形
に
上
中
下
の
文
字
を
並
べ
る
形
式
を
用
い
る
｡
卦
象
名
は
記
さ
れ
な
い
｡
た
と
え
ば
､



下

四
庫
本
第
l
O
O
(
上
l
中
○
下
四
)
で
あ
れ
ば
｢
上

f
:
｣
と
な
る
.
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
､
文
淵
閣
四
庫
全
書
『
霊
棋
経
』
(
以
下
､

卜

四
庫
本
)

の
第
九
九
末
尾
-
一
〇
五
目
頭
に
あ
た
る
｡
｢
顔
｣
条
が
あ
る
｡

p
三
七
八
二

八
断
片
か
ら
な
る
の
で
､
こ
こ
で
は
各
断
片
は
p
三
七
人
二

(
メ
)
-
p
三
七
八
二

(
八
)

と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
｡
卦
形
は
s
五
五
七

と
同
じ
で
卦
象
名
は
記
さ
れ
な
い
｡
｢
顔
｣
条
と
｢
注
｣
条
が
あ
る
｡
｢
注
｣
条
は
他
本
の

｢
何
｣
条
に
近
い
が
､
そ
う
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
､
実
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
後
世
に
こ
の
注
が
何
承
天
に
仮
託
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
得
る
｡
P
三
七
八
二
(
一
)
は
四
庫
本
の
第
八
-

一
七
､
p
三
七
八
二

(
二
)

は
第
二
三
末
尾
-
三
二
､
p
三
七
人
二

(
三
)

は
第
三
八
末
尾
-
四
八
､
p
三
七
八
二

(
四
)

は
第
五
一
末
尾
-

六
四
､
p
三
七
人
二

(
五
)

は
第
七
六
-
八
〇
､
p
三
七
八
二

(
六
)

は
第
九
〇
末
尾
-
九
六
､
p
三
七
八
二

(
七
)

は
第
l
〇
五
末
尾
-
メ

一
二
､
p
三
七
八
二

(
八
)

は
第
一
一
八
末
尾
-
一
二
四
で
､
巻
末
の
題
記
と
書
き
加
え
を
含
む
｡
ま
た
､
s
五
五
七
と
P
三
七
八
二

(
七
)

は
接
合
す
る
の
で
､
第
一
〇
五
に
あ
た
る
箇
所
は
ほ
ぼ
復
元
可
能
で
あ
る
｡
S
五
五
七
､
p
三
七
八
二
は
同
じ
抄
本
の
断
片
と
み
ら
れ
る
｡
P

三
七
八
二

(
八
)

の
末
尾
に
は
二
行
の
題
記
が
あ
り
､
こ
の
抄
本
の
最
後
の
部
分
と
見
ら
れ
る
｡
題
記
に
つ
い
て
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
｡

②
p
四
〇
四
人

(
敦
塩
本
②
)

首
尾
残
欠
｡
序
の
末
尾
と
四
庫
本
の
第
一
と
第
二
に
あ
た
る
｡
序
の
部
分
は
日
本
抄
本
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
｡
｢
顔
｣
条
と
｢
何
｣

条
が
あ
る
｡
[
S
o
y
m
i
e
)
9
9
5
]

に
よ
れ
ば
､
胡
蝶
装
の
l
葉
で
あ
る
｡
l
枚
の
紙
を
真
ん
中
で
折
-
､
そ
の
表
裏
四
面
を
用
い
た
と
お
も
わ

(
7
)

れ
る
｡p
四
〇
四
人
､
p
四
九
八
四
Ⅴ
､
s
九
七
六
六
､
s
九
七
六
六
Ⅴ
は
卦
形
を
｢
一
｣
｢
-
｣

｢二

で
し
め
し
､
そ
の
上
に
小
字
で
卦
名
の
み

を
表
記
す
る
点
で
共
通
し
､
[
黄
二
〇
〇
二
は
こ
の
特
徴
か
ら
こ
の
四
点
を
一
つ
の
分
類
と
し
て
い
る
｡
た
と
え
ば
､
四
庫
本
の
第
一
で
あ

4



れば
｢
一
-
一
｣
､
第
一
〇
〇
で
あ
れ
ば

｢
一

〓
〓
｣
､
と
表
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
[
王
f
二
〇
〇
円
]

は
こ
の
四
点
を
同
一
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
あ
つ
か
う
｡
た
だ
s
九
七
六
六
､
s
九
七
六
六
Ⅴ
は
同
一
の
抄
本
の
一
部
と
み
ら
れ
る
が
､
p
四
〇
四
八
､
p
四
九
八
四
Ⅴ
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
も
の
と
み
ら
れ
､
都
合
三
つ
の
抄
本
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
本
稿
で
は
②
⑨
④
と
3
つ
に
分
別
し
た
｡

⑨
p
四
九
人
四
Ⅴ

(
敦
燈
本
④
)

首
尾
残
欠
｡
四
庫
本
の
第
九
-
十
四
に
あ
た
る
｡
｢
顔
｣
条
と

｢
何
｣
条
が
あ
る
｡
別
面
の
p
四
九
八
四
は
唐
の
高
適
の

『
燕
歌
行
』

であ

る｡④
s
九
七
六
六
､
s
九
七
六
六
Ⅴ

(
敦
塩
本
④
)

首
尾
残
欠
｡
s
九
七
六
六
は
四
庫
本
の
第
十
六
､
s
九
七
六
六
Ⅴ
は
第
十
八
で
あ
る
｡
｢
何
｣
条
｢
顔
｣
条
あ
り
｡
紙
の
両
面
を
つ
か
っ
て

善
か
れ
て
お
り
､
同
筆
と
み
ら
れ
る
｡
胡
蝶
装
の
一
部
の
可
能
性
が
あ
る
｡
書
体
は
⑨
に
相
似
し
､
[
上
F
二
〇
〇
F
]

は
同
一
の
抄
本
と
し

て
扱
う
が
､
別
面
に
違
う
典
籍
が
書
か
れ
た
⑨
と
は
異
な
る
抄
本
の
可
能
性
が
た
か
い
｡

⑤
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
･
一
巻

(
東
大
総
本
)

表
紙
を
の
ぞ
い
て
三
八
乗
｡
室
町
後
期
の
抄
本
と
さ
れ
る
｡
卦
形
を

｢こ

｢
-
｣

｢
こ
､
そ
の
下
に
卦
名
を
記
し
､
｢
亦
R
｣

に
続
い
て
象

名
を
示
す
｡
た
と
え
ば
､
卦
形
は
四
庫
本
の
第
一
〇
〇
で
あ
れ
ば
｢
一

≡
こ
と
表
記
さ
れ
る
｡
泉
州
の
儒
者
伊
藤
介
夫
旧
蔵
本
が
入
札

に
付
さ
れ
た
際
､
東
京
大
学
が
落
札
し
た
も
の
だ
と
い
う
｡
こ
の
本
に
は
唐
･
会
日
[
九
年
の
李
遠
に
よ
る
序
に
つ
づ
い
て
､
｢
嚢
城
道
人
法
味
｣

が
こ
の
書
を
黄
石
公
と
さ
れ
る
老
人
か
ら
得
た
経
緯
に
つ
い
て
記
し
た
序
が
あ
る
c

[
太
田
一
九
五
二

に
､
序
や
奥
書
が
全
文
移
録
さ
れ
て

い
る
｡
ま
た
唐
末
五
代
の
人
､
韓
運
休
の
後
序
が
あ
る
｡
印
は

｢
有
不
壊
斎
｣
｢
伊
藤
和
印
｣
｢
介
夫
｣

で
あ
る
｡

⑥
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
･
一
巻

(
米
沢
本
)

表
紙
を
の
ぞ
い
て
七
〇
乗
｡
室
町
後
期
の
抄
本
と
さ
れ
る
｡
象
名
を
示
し
､
卦
名
を
小
字
と
し
､
卦
形
を
一
-
四
の
数
字
で
示
す
｡
た
と
え

5



ば
､
四
庫
本
の
第
一
〇
〇
で
あ
れ
ば
｢
一
四
｣
と
表
記
さ
れ
る
｡
｢
何
｣
条
と
｢
顔
｣
条
が
あ
る
｡
[
内
田
一
九
八
八
]

に
解
題
が
示
さ
れ
て

(
8
)

い
る
｡
題
愈
に

『
壷
鬼
経
』
､
内
題
に

『
壷
黄
綬
卜
法
』
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
東
大
絵
本
と
異
な
り
､
唐
･
会
昌
九
年
季
遠
序
は
な
く
､
｢
嚢
城

道
人
法
昧
｣
が
登
場
す
る
序
が
み
ら
れ
､
韓
運
休
な
る
人
物
の
後
序
が
あ
る
｡
印
は
｢
米
洋
裁
書
｣
｢
寿
済
｣
鼎
印
で
あ
る
｡

⑦
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
求
古
楼
旧
蔵
本
･
一
巻

(
求
古
楼
本
)

室
町
初
期
の
抄
本
と
さ
れ
る
｡
卦
名
を
示
し
､
そ
の
妻
ら
に
象
名
を
赤
字
で
示
し
､
下
に
卦
形
を
一
-
四
の
数
字
で
示
す
｡
た
と
え
ば
､
四

庫
本
の
第
l

O
O
で
あ
れ
ば
｢
l

四
｣
と
表
記
さ
れ
る
o
江
戸
時
代
の
蔵
書
家
､
狩
谷
模
索
の
求
古
楼
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
が
､
明
治
期
に
楊

守
敬
が
入
手
し
た
後
､
北
平
図
書
館
蔵
と
な
り
､
現
在
台
湾
故
宮
博
物
院
蔵
と
な
っ
て
い
る
｡
『
経
籍
訪
古
志
』

『
日
本
訪
書
志
』
に
録
さ
れ
た

た
め
､
日
本
抄
本
の
な
か
で
は
明
治
の
噴
か
ら
広
-
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

[
森
立
之
一
九
六
七
]

[
楊
二
〇
〇
三
]
｡
『
経
籍
訪
古
志
』

『
日
本

訪
書
志
』

に
よ
れ
ば
､
｢
嚢
城
道
人
法
昧
｣
が
登
場
す
る
序
が
あ
り
､
韓
運
休
の
後
序
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
､
[
阿
部
一
九
七
六
]

に
よ
れ
ば

現
在
､
後
序
は
失
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
｡
な
お
､
求
古
楼
本
を
撮
影
し
た
斯
道
文
庫
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を

『
日
本
訪
書
志
』

の
録
文
と

比
べ
る
と
､
後
序
が
失
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
-
序
に
も
脱
文
が
あ
る
よ
う
で
､
お
そ
ら
く
落
丁
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
｡
脱
文
箇
所
は
次
章

に
示
し
た
｡
印
は

｢
森
氏
｣

｢
間
津
館
｣

で
あ
る
｡

6

以
上
､
偏
-
が
あ
る
と
は
お
も
う
が
､
明
代
以
前
の
内
容
を
伝
え
る
で
あ
ろ
う
抄
本
に
つ
い
て
記
し
た
｡
そ
の
ほ
か
の
書
誌
的
情
報
は
そ
れ

ぞ
れ
の
解
題
･
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
な
お
筆
者
が
実
見
し
た
明
代
以
降
の
版
本
(
㊨
-
⑱
)

に
つ
い
て
は
注
に
付
し
た
と
お
り
で
あ
る
｡

特
筆
す
べ
き
点
は
日
本
抄
本
⑤
⑥
⑦
に
は
共
通
し
て
｢
裏
城
道
人
法
昧
｣
が
登
場
す
る
序
と

｢
韓
運
休
｣
な
る
人
物
の
後
序
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
｡
先
学
は
こ
の
点
を
個
々
の
抄
本
を
検
討
す
る
過
程
で
大
陸
の
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
特
徴
と
し
て
き
た
｡
た
だ
､
実
は
､
比
す
べ
き
も
の

は
道
蔵
本
に
見
ら
れ
る
し
､
本
来
の
構
成
や
流
伝
に
つ
い
て
知
る
に
は
日
本
抄
本
同
士
の
比
較
も
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
敦
燈
本
②
に
も
こ
の
｢
法



味
｣
が
登
場
す
る
序
が
あ
る
な
ど
､
日
本
抄
本
は
敦
堤
本
と
も
対
比
す
べ
き
で
あ
っ
て
､
従
来
の
研
究
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
｡
次
に
こ
の
序

と
後
序
を
も
ち
い
て
､
『
霊
棋
経
』

の
な
り
た
ち
を
考
え
て
み
た
い
.

2

六
朝
隔
唐
期
に
お
け
る

『
霊
棋
経
』

-

序
か
ら
み
た

『
霊
棋
経
』
に
つ
い
て
は
､
『
障
害
』
巻
三
四
･
経
籍
志
に
｢
十
二
霊
棋
ー
経
一
巻
｣
と
あ
り
､
『
崇
文
終
日
』
卜
笠
類
に
｢
霊
棋
経
一
巻
｣
､

『
宋
史
』
巻
二
〇
六
･
蛮
文
志
に
｢
霊
碁
経
一
巻
｣
｢
李
進
注
霊
碁
経
一
巻
｣
､
『
郡
斎
読
書
志
』
後
志
巻
二
に
｢
霊
棋
経
二
巻
｣
と
あ
る
｡
こ

の
よ
う
に
目
録
類
を
み
れ
ば
､
書
名
の
変
化
や
巻
数
の
変
化
が
推
察
で
き
る
が
､
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

既
に
述
べ
た
よ
う
に
､
敦
燈
本
②
と
日
本
抄
本
三
種
に
は
｢
嚢
城
通
人
法
味
｣
が
登
場
す
る
序
が
あ
る
｡
こ
こ
で
は
そ
の
比
較
を
と
お
し
て

こ
の
問
題
を
考
え
る
も
の
と
し
た
い
｡
ま
た
表
に
は
道
蔵
本
を
含
ん
で
い
な
い
が
､
道
蔵
本
の
序
の
ひ
と
つ
は
東
大
絵
本
の
序
と
酷
似
し
て
お

り
､
道
蔵
本
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
束
大
総
本
の
祖
本
に
あ
た
る
も
の
が
ふ
-
ま
れ
て
い
た
可
能
惟
が
高
い
｡
た
だ
字
句
に
は
異
同
が
あ

り
､
東
大
絵
本
が
序
中
に
｢
呪
｣
の
文
言
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
､
道
蔵
本
は
序
と
は
別
に
文
言
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
､
道
蔵
本
で
は
｢
常

法
和
｣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
｡
な
お
､
求
古
楼
本
の
序
は
現
在
､
供
し
て
い
る
の
で
､
斯
道
文
庫
蔵
の
故
宮
博
物
院
マ

(
9
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イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と

[
楊
二
〇
〇
三
]

を
対
照
し
た
も
の
を
あ
げ
た
｡



求古楼本 米沢本

a)漠留侯張良受此法於黄石公､初以占 a')漠留侯張良受此法子黄石公､初以占
行軍用兵､万無一失○至時､大中大夫東 行軍用兵､万夫一失○至武帝時､太中大

方朔以覆射商事､皆神中○又以此卜法博 夫東方朔以覆射万事､皆神中､八公以此

准南王､白布秘之､莫有俸○晋太庚申､ 法､卜法俸准南王○自余秘之､莫有博者○

嚢城通人法味云､遇神聖著黄皮衣,以竹 晋太康中嚢城道人法味云､神聖著黄皮

筒盛此経授法味○自此博於世○其卜法用 衣､以竹筒盛此経､授法味o自此博子世○

板子十二枚､長一寸､書上､中､下字各 其卜法用板子十二枚長一寸､書上中下字

四枚○卜時先須清浄焚香､安然後程棋子 各四枚､卜時先須清浄焚香安然程基子､

珂而光之日 吋而冗之日理

b)謹四孟諸神､四季諸神,十二辰､上

天地父母,太上老君､*左目有月､二十

八宿､四時五行､六甲陰陽､天十二神､

地十二時､某心有所疑､意有所感､沈吟

猶諌､講鵠訣之○吉雷言吉､凶則言凶､

唯卦是従○

c)即琳之､不可再澱､再播則吉凶不定○
宋朝王洞兄弟及何承天共論此卜法､但志

心度,啓元不中○凡人不言其微妙､以為

先験､故多慢之､知幾者思過半央○出処
殊途､取合万端○不得以句之美､便為是

専管走○至東北喪朋○乃終有慶､行人得

半､人邑之災､明夷務暗,豊尚光大､不

可同年百語○其卦有上､中､下三位､象

易三才之義○展転窮尽,都-百二十四卦､

皆以奇偶為吉凶○奇為陽､偶為陰○

d)以理*相推､吉凶可知○不観其交卦 d')相推吉凶可知,不観其交卜者専於

者専於是､則善愚分乗○戎有詞理相会者､ 是､則善愚分臭○戎有詞理不相会者､宜

宜詳其趣竃○唯魂々赫々､不求自獲､当 評其趣蔦○只魂々赫々不求自獲､昏其捕

其捕亡､討逐之類別吉､占病､結婚則不 亡､討逐之類別吉､占病結婚則不吉○又

吉○又如歳当月昌､安如泰山､卜其危厄､ 如歳冨月昌安如泰山､卜其憂危､求則財

求財則吉,卜薦遊他望其速掃則末至○又 吉､卜馬遊柁望其速蹄則末至○文如君臣

如君臣易位､方輿大利,君子得之吉､小 易位方輿大利､君子得之吉､小人得之凶○

人得之凶○皆以類推之○夫君子､小人者､ 皆以類推之○夫君子小人者,挙其徳行而

挙其徳行而己､不以尊官崇位而言也○向 巳､不以尊官崇位而言也○向道者君子､

道者君子､背道者小人o智者推之可也 背道者小人○智者推之可也

-8-



敦燈本② 束大総本

α)(前欠)公又用此法､客於准 A)塞某経者､昔漠留侯張良受之於黄石公,能

南○自示秘密､莫有博者.晋太康 知未然之事○初以占時､用兵出行､万無一失○

中､嚢城通人法味､有老翁着皮衣､ 幸武帝時､東方朔以射覆万事､亦皆妙中o又云,

以以竹筒盛此書､以受法味o逐博 八仙公用此法､博准南王○戎有客自准南得之○

於世○其卜法用英子十二枚､各方 自余(爾)秘密､莫有博者○泊晋太庚申､嚢城

寸書上中F字各四枚○毎卜占之 道人法味､於内蔵中検得云o有其老公衣著黄皮

時､皆須清浄焼香安坐o少時､然 衣､以竹筒盛此経､俸於世○老公渡河､至右横

後執碁而至心呪之口 中所得此書､占事皆中○以其老公著黄､至右横

中乗雲､故鍍黄石公石仙之書也○其ト法､用弄

廃木､戎梓木､戎頚木､為英子十二箇､各長一

寸∴分､厚三分○四書上字､四書中字,四書下

字o凡欲卜時､先須精誠清浄焚香冠帯安坐○少

頃､伽後赴身､乃捧十二英子度心珂而至心DjER､

β)卜堪臣某乙､謹口四孟諸神､ B)某品某願某郷里住人某乙､謹話四孟諸神､

四仲諸神､四季諸神､十二辰官､ i)q1申請神､四季諸神､十二神官､上啓天地父母,

上啓天地父母､太上元老､日月五 大上玄元老君､左目右月,五星北斗､二十八宿､

星､北斗七星､四時五行､六甲陰 四時五行､六合陰陽､明堂歳徳､天十二神､地

陽､廿八宿得明堂○某乙心有所疑､ 十二祇､某歳某月某日某時直春童子､直事使者○

諸鵠決之吉､首言吉凶､即言凶, 但弟子其々､心有所願､意有所疑､沈吟猶預､

得失是非､諸形於堪心中所疑○但 講鵠決之.吉富言吉､凶常言凶､得失是非,惟

但言之○ 卦惟推o

y)琳英之､省上中下布卦璃定吉 c)如此可児､即十二養子-一時播之､所得上中

凶o己走不要､稀占栴即~.LIT-凶イく定○ 下字､依次布之成卦.毎占-一事､一度榔之､不

即吉凶本之o凡卜須至心､浄念戎 叶再梯､々々則吉凶不定.末世王胤兄弟及何承

宿啓､戎緑事切急､但心亦イく仮宿 天等､共論此法○但至心慶啓､無不中者○凡人

啓卜LtJ~P一､-:_才之義也o展席都有 不能研其微旨､以鵠無験､多慢之o知幾者､思

-百廿四卦o凡卦皆以奇偶鵠~吉
之過半､不知幾者､動之微也o註云､知動之微

凶､奇瑞陽､偶鵠陰o 者､思過其半○出処殊途､敗事皆定○至於捨万

端､皆不待以.一旬之美便鵠中是人之矢o明夷東

北喪明､乃終有慶､行人得牛邑務間､豊尚光大､

不吋同論而語也○其卦右上中下､則易之三才之

義也o展樽都成一百二十五卦o皆以奇偶鵠吉凶､

奇瑞陽､偶鵠陰､々拘陽吉､

♂)以此相推､吉凶可知○戎有詞 D)以此相推､吉凶可知o韻酔者是蘇也o交卦

理相会者､宜詳其趣蔦○恨如魂々 者専於是非､則善悪走央o戎有詞理不相禽者､

赫々､不求自獲○首其所須皆宜捕 則宜謹其趣竃○至如魂々赫々､不求自得獲○失

討､求林得類○即病疾即凶又如歳 之則LXJ､順之則吉.至占病疾､皆其所占捕亡計o

宵月昌､安如太山○雷其憂色求鉢 如歳不冨月昌,安如泰山o首其履危求､則吉､

住宅即吉○施於遊他郷望連綿者､ 於靖族若婚姻､則凶也○又他郷望遠速蹄者､則

即末至o又如君臣虚位､方興大利､ 求至o又如君臣易位､方興大利吉,′ト人遇之則

君子遇之即吉､′ト人遇之則凶○以 凶o又如盗賊炉､賢人夫称君--∫-o′ト人者､論其

類推之､求其卦義○夫君子者′ト人 迩○′ト人論之則吉､君子得之則凶o皆以此類推

者論其徳行､不以官爵奉道者君 之o向道者君~F,背道者小人､行迩不以官爵豪

子､背道者′ト人○重仁義軽賄利者

君､寮信義重爵禄者小人

勢両論o人智者用之､誠無感央○
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表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
､
内
容
は
四
つ
の
部
分
に
わ
け
て
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
な
か
で
も
書
写
年
代
が
古
い
敦
燈
本
②
を
と
り

ぁ
げ
て
四
部
分
を
説
明
す
る
と
む
裳
城
道
人
法
昧
が
老
翁
か
ら
『
霊
棋
経
』
を
授
け
ら
れ
た
話
､
郎
呪
文
､
い
棋
を
衡
げ
て
吉
凶
を
定
め
る

方
法
と
卦
の
概
要
､
の
卦
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
内
容
の
見
方
､
と
そ
れ
ぞ
れ
を
要
約
で
き
よ
う
｡

比
較
し
て
す
ぐ
に
気
づ
-
の
は
米
沢
本
に
は
郎
､
い
に
当
た
る
部
分
が
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
､
そ
の
点
を
の
ぞ
け
ば
求
古
楼
本
と
の
あ

い
だ
に
は
字
句
の
異
同
は
少
な
-
､
求
古
楼
本
と
米
沢
本
は
祖
本
が
同
系
統
の
可
能
性
が
あ
り
､
そ
う
で
あ
れ
ば
米
沢
本
は
書
写
す
る
過
程
の

ど
こ
か
で
郎
､
い
に
あ
た
る
S
'
り
を
意
図
的
に
削
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡

(10)

ま
た
､
求
古
楼
本
と
米
沢
本
に
比
し
て
､
東
大
絵
本
の
序
は
字
数
が
多
い
｡
さ
ら
に
東
大
絵
本
で
は
G

r
l
百
二
十
五
卦
｣
と
記
し
て
い
る

の
に
対
し
､
求
古
楼
本
は
い
｢
一
百
二
十
四
卦
｣
と
す
る
｡
卦
数
を
変
更
す
る
と
本
文
構
成
も
大
幅
に
改
変
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
､
い
ず
れ

か
が
い
ず
れ
か
を
書
写
し
た
と
は
考
え
に
-
い
｡
ち
な
み
に
米
沢
本
で
は
卦
数
が
記
述
さ
れ
た
ぃ
に
該
当
す
る
部
分
を
序
に
欠
く
が
､
米
沢
本

の
本
文
最
後
の
T
二
五
卦
目
を
み
る
と
､
｢
故
不
入
正
数
､
外
終
一
百
二
十
四
卦
之
耳
｣
と
添
え
書
き
が
あ
り
､
す
べ
て
の
棋
が
真
に
な
る
l

二
五
卦
目
を
｢
正
数
｣
に
い
れ
な
い
｡
つ
ま
り
､
米
沢
本
も
求
古
楼
本
と
同
じ
-
｢
一
百
二
十
四
卦
｣
な
の
で
あ
る
｡
序
だ
け
で
判
断
す
る
の

は
早
計
と
は
い
え
､
米
沢
本
､
求
古
楼
本
は
同
一
の
抄
本
の
系
続
の
可
能
性
が
あ
り
､
東
大
絵
本
と
は
異
な
る
と
お
も
わ
れ
る
｡

で
は
､
敦
燈
本
と
日
本
抄
本
の
対
比
を
し
て
み
よ
う
｡
T
S
の
並
び
で
の
対
比
に
よ
る
大
き
な
差
異
は
､
敦
燈
本
が
法
昧
が
皮
衣
を
き
た
｢
老

翁
｣
か
ら
『
霊
棋
経
』
を
授
け
ら
れ
た
と
す
る
の
に
対
し
､
東
大
絵
本
の
射
で
は
こ
の
翁
が
｢
黄
石
公
｣
か
ら
得
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
せ
ん

が
た
め
に
｢
黄
｣
色
の
皮
衣
を
着
た
翁
が
こ
の
書
を
得
た
の
は
｢
石
｣
碩
中
だ
と
関
係
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
い
の
並
び
で
の

大
き
な
差
異
は
東
大
経
本
に
｢
末
世
王
胤
兄
弟
及
何
承
天
等
､
共
論
此
法
｣
と
あ
り
､
求
古
楼
本
に
｢
宋
朝
王
潅
兄
弟
及
何
承
天
共
論
此
-
法
｣

と
､
『
霊
棋
経
』
に
付
さ
れ
て
い
る
王
注
と
何
注
は
宋
の
王
胤
(
も
し
-
は
王
準
兄
弟
と
何
承
天
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
に
対
し
､
敦

燥
本
に
は
こ
の
一
文
が
み
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
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か
り
に
｢
加
上
説
｣
的
に
考
え
れ
ば
､
話
が
付
加
さ
れ
た
り
､
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
は
､
後
世
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ

の
序
文
の
場
合
､
翁
が
黄
色
の
皮
衣
を
着
て
こ
の
書
を
｢
石
｣
積
中
で
得
た
と
か
､
劉
宋
の
王
胤
(
準
兄
弟
と
何
承
夫
ら
が
こ
の
本
に
注
を

入
れ
た
､
と
記
さ
れ
た
の
は
敦
堤
本
②
よ
-
も
後
世
に
｢
加
上
｣
さ
れ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
｡
漠
の
張
良
が
黄
石
公
か
ら
得
た
と
さ
れ
る
の

･
〓
;

は
兵
書
で
あ
っ
て
占
笠
書
で
は
な
い
は
ず
だ
が
､
伝
説
上
の
仙
人
､
黄
石
公
と
の
関
係
を
よ
り
強
調
し
､
注
者
は
歴
史
上
､
名
の
知
れ
た
者
で

あ
る
と
強
調
し
て
典
籍
の
価
値
を
た
か
め
よ
う
と
い
う
算
段
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
ま
た
卦
数
は
敦
燈
本
②
の
序
に
は
｢
百
廿
四
｣
と
あ
り
､

異
な
る
抄
本
の
残
巻
で
あ
る
敦
燈
本
①
も
百
二
十
四
卦
目
(
P
三
七
八
二
(
八
)
)
を
記
し
て
お
り
､
書
写
人
の
署
名
の
あ
と
に
｢
上
中
下
惣

覆
｣
(
上
中
下
が
す
べ
て
裏
)
の
場
合
に
つ
い
て
書
き
足
さ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
敦
堤
本
④
②
と
も
に
総
卦
数
百
二
十
四
で
あ
り
､
百
二
十
五

卦
目
は
付
加
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
､
日
本
抄
本
と
比
較
す
れ
ば
求
古
楼
本
や
米
沢
本
に
近
い
.
東
大
総
本
の
序
は
よ
り
手
が
人
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
撰
者
に
つ
い
て
『
四
庫
提
要
』
は
諸
説
あ
る
が
､
お
お
よ
そ
術
士
の
仮
託
に
よ
る
も
の
と
す
る
｡
さ
ら
に
『
隔
書
』
巻
三
四
･

経
籍
志
に
｢
十
二
霊
棋
-
経
一
巻
｣
と
あ
り
､
『
南
史
』
に
第
三
七
番
目
の
謡
辞
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
､
六
朝
期
か
ら
あ
っ
た
典
籍
で
あ

ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
お
お
む
ね
明
代
以
降
の
『
霊
棋
経
』
の
序
に
依
拠
し
た
推
論
で
あ
る
｡
し
か
し
､
余
嘉
錫
は
こ
れ
に
く
わ
え
､

劉
慶
叔
『
異
苑
』
と
楊
守
敬
に
よ
る
求
古
楼
本
の
記
録
[
楊
二
〇
〇
三
]
に
も
と
づ
き
､
東
晋
の
頃
に
法
味
な
る
通
人
の
手
に
よ
っ
た
も
の
と

み
て
い
る

[
余
一
九
八
〇
]
｡

序
文
を
比
較
し
た
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
､
余
嘉
錫
の
推
論
は
妥
当
で
あ
る
｡
『
異
苑
』
に
は
｢
十
二
碁
卜
｣
の
由
来
に
つ
い
て
書
か

(12)

れ
た
記
事
が
あ
り
､
そ
れ
は
ほ
ぼ
表
の
T
;
の
目
頭
の
内
容
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
『
異
苑
』
の
一
文
と
『
霊
棋
経
』
の
序
に
は
関
係
が
あ
る

と
見
ら
れ
る
｡
そ
し
て
『
異
苑
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
『
霊
棋
経
』
本
文
の
成
立
年
代
は
『
異
苑
』
よ
り
古
い
と
み
て
よ
い
｡
『
異

(13)

苑
』
は
劉
宋
の
劉
慶
叔
撰
で
あ
る
｡
劉
慶
叔
は
史
書
に
立
伝
さ
れ
て
い
な
い
が
､
五
世
紀
前
半
の
人
な
の
で
､
『
霊
棋
経
』
本
文
の
成
立
は
そ

ll



れ
よ
り
古
く
､
東
晋
の
頃
(
四
世
紀
頃
)
に
法
味
な
る
道
人
の
手
に
よ
っ
た
と
す
る
説
は
大
体
適
当
で
あ
ろ
う
｡
南
北
朝
期
に
は
､
こ
う
し
た

(14)

修
行
者
が
山
中
で
老
翁
に
偶
然
会
っ
て
､
秘
伝
の
術
を
さ
ず
け
ら
れ
た
と
す
る
説
話
は
史
書
に
も
頻
出
し
て
お
り
､
さ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
｡

た
だ
､
こ
の
序
文
が
つ
け
ら
れ
な
-
な
っ
た
明
代
と
も
な
る
と
無
名
の
道
人
の
手
に
よ
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

注
家
に
目
を
向
け
る
と
道
蔵
本
､
四
庫
本
､
日
本
抄
本
と
も
に
｢
晋
駕
部
郎
中

顔
幼
明
｣
｢
宋
御
史
中
丞

何
承
天
｣
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

た
だ
､
顔
氏
は
注
で
は
し
ば
し
ば
｢
顔
測
日
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
『
南
斉
書
』
巻
五
八
･
東
南
夷
伝
に
､
永
明
七
年
(
四
八
九
)
に
平
南
参
軍

｢
顔
幼
明
｣
と
い
う
人
物
が
み
ら
れ
る
｡
北
魂
へ
の
遣
使
な
ど
の
役
目
も
果
た
し
た
人
物
で
､
晋
の
人
で
は
な
く
､
同
一
人
物
で
は
な
か
ろ
う
｡

ま
た
､
何
承
天
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
前
半
の
劉
宋
の
人
で
､
『
末
書
』
巻
六
四
に
立
伝
さ
れ
た
暦
家
と
し
て
高
名
な
人
物
で
あ
る
｡
『
南
史
』

巻
三
六
･
江
謡
伝
に
お
い
て
『
霊
棋
経
』
の
卦
(
四
庫
本
第
三
七
)
｢
乃
以
突
棋
占
卦
云
､
有
客
南
東
､
金
椀
玉
杯
｣
が
､
五
世
紀
の
人
で
あ

る
江
諾
の
死
を
予
兆
す
る
場
面
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
の
で
顔
注
､
何
注
の
成
立
は
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
頃
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
｡
た
だ
､

注
者
が
顔
幼
明
や
何
承
天
か
と
い
え
ば
､
敦
燈
本
と
日
本
抄
本
の
比
較
に
も
と
づ
い
て
､
唐
末
以
降
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
し
て
お
く
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に
､
東
大
絵
本
､
道
蔵
本
､
求
古
楼
本
の
序
に
は
注
家
と
し
て
王
氏
の
名
が
あ
り
､
米
沢
本
冒
頭
に
も
｢
娘
邪
王
胤
卦
名
｣
と
あ
る
｡

ひ
る
が
え
っ
て
､
敦
燈
本
を
見
る
と
②
③
④
に
象
名
は
あ
る
が
王
住
も
卦
名
も
み
あ
た
ら
な
い
｡
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
王
氏
の
卦
名
は
顔
注
や

何
注
よ
り
も
後
世
に
つ
け
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
｡
史
書
に
同
姓
同
名
の
も
の
は
い
て
も
､
劉
宋
期
に
王
胤
､
王
港
と
い
う
人
物
は
見
あ
た
ら
ず
､

南
北
朝
期
に
有
名
で
あ
っ
た
淑
邪
の
王
氏
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
｡

以
上
､
本
章
で
は
序
の
対
比
､
分
析
を
と
お
し
て
､
日
本
抄
本
は
二
系
統
に
わ
け
て
あ
つ
か
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
､
『
霊
棋
経
』
は
東

晋
期
に
つ
く
ら
れ
､
六
朝
期
に
注
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
｡
次
に
唐
末
五
代
に
お
け
る
『
霊
棋
経
』
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
｡
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3

唐
末
五
代
と
敦
塩
に
お
け
る

『
霊
棋
経
』

四
庫
本
な
ど
明
代
以
降
の
版
に
は
す
べ
て
会
呂
九
年
の
李
遠
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
｡
こ
の
序
は
束
大
総
本
､
道
蔵
本
､
他
明
代
以
降
の
テ

キ
ス
ト
に
は
み
ら
れ
る
が
､
敦
燈
本
､
求
古
楼
本
､
米
沢
本
に
は
み
ら
れ
な
い
｡
な
お
､
会
昌
年
間
は
六
年
ま
で
し
か
な
い
の
で
元
号
か
年
に

誤
り
が
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
｡

こ
の
序
に
は
､
李
遠
が
開
成
末
(
八
四
〇
頃
)
､
闘
の
地
を
訪
れ
た
際
の
話
が
書
か
れ
て
い
る
｡
建
江
す
な
わ
ち
開
江
を
渡
る
こ
と
は
｢
勇

猛
な
者
で
も
手
に
汗
し
て
震
え
､
肝
の
小
さ
な
も
の
に
は
む
ず
か
し
い
｣
こ
と
を
き
い
て
李
遠
は
不
安
に
思
っ
て
い
た
が
､
親
族
の
李
安
に
『
霊

棋
経
』
で
占
っ
て
も
ら
い
｢
平
安
卦
｣
(
四
庫
本
第
1
L
ハ
)
を
み
せ
ら
れ
て
心
を
強
-
し
､
何
事
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
､
こ
の
典
籍
に
関
心

を
持
っ
た
と
い
う
｡
李
遠
は
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
､
後
に
福
川
に
赴
任
し
た
際
､
暇
を
み
て
､
当
時
流
布
し
て
い
た
数
卜
種
の
テ
キ
ス
ト
の
集

校
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
｡
こ
の
よ
う
に
『
霊
棋
経
』
は
政
権
の
手
に
よ
っ
て
で
は
な
-
､
主
と
し
て
史
書
に
名
前
が
で
て
こ
な
い
レ
ベ
ル
の

官
吏
の
手
に
よ
っ
て
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
c
先
述
の
と
お
り
､
敦
燈
本
数
種
の
間
に
も
書
式
､
記
述
に
か
な
り
の
異
同

が
み
ら
れ
､
福
州
同
様
､
多
数
の
テ
キ
ス
-
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
｡
海
に
近
い
福
州
は
内
陸
の
敦
燈
と
は
遠
-
離
れ
て
は
い

る
が
､
『
霊
棋
経
』
が
実
に
広
範
囲
に
い
き
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
と
､
そ
し
て
そ
れ
を
享
え
て
い
た
階
層
と
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

よ
､
つ
｡

ま
た
､
先
行
研
究
で
は
日
本
抄
本
に
は
今
本
に
な
い
｢
韓
運
休
に
よ
る
後
序
｣
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
｡
た
だ
[
太
田
`
九
五
▲
⊥
は
『
仝

唐
文
』
巻
八
二
.
に
比
す
べ
き
文
章
が
あ
る
こ
と
を
柱
に
し
る
し
て
い
る
o
実
は
そ
の
出
典
は
拝
と
同
じ
-
道
蔵
本
に
よ
る
も
の
で
あ
り
､
大

陸
で
完
全
に
供
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
｡
こ
れ
ら
諸
本
の
序
文
の
間
に
は
若
干
の
文
字
の
異
同
が
み
ら
れ
る
が
､
二
章
で
論
じ
た
序
文
ほ
ど

の
差
は
な
い
□
特
に
後
序
に
つ
い
て
は
東
大
絵
本
と
米
沢
本
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
そ
こ
で
次
に
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
米
沢
本
を
点
校
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し
て
示
し
た
｡
た
だ
､
『
全
唐
文
』
巻
八
二
一
と
道
蔵
本
は
｢
韓
運
休
｣
で
は
な
-
｢
韓
運
｣
と
な
っ
て
い
た
り
､
目
頭
の
｢
時
歳
在
丁
丑
三

月
中
旬
｣
が
｢
時
歳
在
辛
丑
三
月
中
旬
｣
､
最
後
の
｢
至
八
月
↑
五
日
大
軍
解
囲
｣
が
｢
是
年
八
月
二
十
四
日
､
大
兵
解
囲
｣
と
な
っ
て
お
り

時
期
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
注
記
し
て
お
く
｡

霊
某
経
後
序

上
党
紫
団
望
韓
運
休
述

僕
知
命
之
後
､
従
官
幽
燕
､
値
唐
節
理
沈
｡
時
歳
在
丁
丑
三
月
中
旬
､
契
丹
大
下
､
囲
緯
燕
城
､
原
野
之
中
､
略
天
空
地
､
尽
日
壌
々
而

己
｡
士
庶
驚
骸
寮
宰
性
感
､
弱
子
幼
婦
､
農
夕
不
保
｡
是
日
無
控
告
､
遂
焚
香
志
度
以
霊
某
経
而
笠
之
､
得
三
上
二
中
二
下
｡
詞
云
､
土

地
平
安
､
無
有
難
難
､
大
宜
種
作
､
利
用
往
還
｡
翌
日
､
勾
院
博
陵
公
郎
中
召
飲
､
因
議
芸
事
､
博
陵
日
､
某
昨
日
亦
得
斯
兆
｡
是
時
､

契
丹
攻
囲
続
転
逼
､
有
僧
帰
同
俗
姓
､
以
当
家
､
因
相
慰
問
､
又
復
祝
而
梯
之
｡
前
卦
復
顕
｡
至
五
月
､
救
軍
不
至
｡
僕
与
同
在
事
輩
､

昌
平
県
令
周
居
隠
､
懐
柔
県
令
呉
湘
､
都
押
街
趨
崇
古
､
宿
於
守
備
之
所
､
憂
援
兵
来
緩
､
因
言
是
経
､
逐
慶
誠
講
而
笠
之
､
得
二
上
一

中
｡
見
卦
体
不
全
､
合
座
惜
然
飴
疑
｡
覧
其
詞
日
､
以
事
託
人
､
日
望
其
意
｡
乃
至
子
今
､
方
獲
裏
書
｡
事
煩
掩
留
､
終
保
其
志
｡
顔
日
､

身
位
孤
微
､
不
能
自
立
､
吉
則
終
吉
､
須
遅
爾
｡
至
ハ
月
､
危
困
愈
甚
｡
僕
又
講
笠
之
､
衆
目
､
休
々
｡
若
得
好
卦
､
猶
末
赦
保
､
如
更

凶
悪
､
転
助
愁
思
｡
余
白
心
口
思
相
謂
日
､
自
榔
之
､
好
別
掲
､
凶
則
自
密
謀
脱
命
之
計
｡
由
是
榔
之
｡
依
前
得
云
､
平
安
無
有
敷
難
之

卦
｡
至
七
月
九
日
､
門
徒
術
土
郭
形
雲
来
相
看
慰
､
僕
不
在
家
､
与
諸
子
具
説
是
事
｡
至
八
月
十
五
日
大
軍
解
囲
､
其
難
続
後
､
方
知
経

通
霊
棋
聖
､
奇
験
不
可
述
尽
耳
｡

韓
運
休
も
韓
運
な
る
人
物
も
史
書
に
は
記
載
が
な
い
｡
文
中
に
出
て
-
る
周
居
隠
､
呉
湘
､
超
慧
古
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
米
沢
本
の
｢
時
歳
在
丁
丑
三
月
中
旬
｣
と
道
蔵
本
の
｢
時
歳
在
辛
丑
三
月
中
旬
｣
の
ど
ち
ら
が
適
当
か
と
い
え
ば
､
｢
丁
丑
｣
で

ぁ
る
｡
一
般
に
唐
朝
は
九
〇
七
年
に
滅
び
た
と
さ
れ
る
の
で
｢
辛
丑
｣
に
あ
た
る
八
八
丁
年
か
九
四
一
年
で
は
後
序
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
｢
値

唐
詐
埋
沈
(
唐
朝
の
権
威
が
失
わ
れ
た
頃
)
｣
と
は
い
え
な
い
｡
一
方
｢
↑
丑
｣
で
あ
れ
ば
九
一
七
年
(
後
梁
貞
明
三
年
､
後
唐
天
祐
十
四
年
)
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と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
実
は
九
一
七
年
に
は
整
云
の
地
を
お
さ
え
て
い
た
後
唐
と
契
丹
と
の
争
い
を
史
書
に
確
認
で
き
る
｡
ま
た
､
後
唐
政
権

は
こ
の
時
に
は
ま
だ
皆
の
滅
亡
を
認
め
て
な
い
の
で
｢
会
日
完
年
｣
と
い
う
の
も
辻
接
が
合
う
｡
し
た
が
っ
て
韓
運
休
な
る
人
物
は
後
唐
の
官

吏
で
あ
ろ
う
｡

『
旧
五
代
史
』
巻
▲
.
▲
八
･
荘
帝
紀
に
よ
れ
ば
､
九
一
七
年
､
契
丹
の
耶
律
阿
保
機
は
後
唐
と
の
盟
約
を
破
っ
て
､
新
州
に
侵
攻
し
､
つ
づ
い

て
五
卜
万
と
も
百
万
と
も
い
わ
れ
軍
勢
で
幽
州
を
包
囲
し
た
r
3
後
序
の
い
う
｢
岡
続
裁
板
､
原
野
之
中
､
略
天
空
地
､
.
i
,
‖
壌
々
和
己
｣
の
様

十
は
こ
れ
に
ぴ
た
り
と
あ
う
｡

後
序
に
よ
れ
ば
､
韓
運
休
は
こ
の
燕
城
が
包
囲
さ
れ
た
二
=
に
『
霊
棋
経
』
で
う
ら
な
い
､
∵
t
二
中
▲
一
†
の
｢
無
難
卦
｣
(
四
庫
本
第
二

･
.
)
を
得
て
､
と
り
あ
え
ず
安
堵
し
た
よ
う
で
あ
る
∩
と
こ
ろ
が
五
月
に
な
っ
て
も
来
る
は
ず
の
援
軍
が
こ
な
-
て
､
周
囲
も
不
安
に
か
ら
れ

る
頃
､
上
･
小
の
｢
遅
占
卦
｣
(
四
庫
本
第
六
九
)
を
得
た
｡
六
〃
に
な
っ
て
も
援
軍
は
こ
ず
､
周
囲
が
悪
卦
は
見
た
く
な
い
と
い
う
の
を

お
し
て
,
悪
け
れ
ば
燕
城
へ
の
赴
任
の
命
を
お
か
し
て
で
も
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
｢
虹
藤
卦
｣
を
だ
し
､
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
｡
そ
し

て
八
月
に
い
た
っ
て
つ
い
に
燕
城
は
解
放
さ
れ
た
と
い
う
口
こ
の
燕
城
解
放
の
時
期
は
史
書
と
あ
っ
て
お
り
､
こ
の
後
序
は
『
霊
棋
経
』
の
臼
一
ハ

体
的
な
用
例
と
し
て
興
味
を
引
-
0

さ
て
､
先
述
の
よ
う
に
敦
燈
に
は
.
甘
(
せ
冬
㈲
と
､
少
な
-
と
も
四
種
の
『
霊
棋
辞
』
の
抄
本
が
あ
っ
た
｡
で
は
い
つ
頃
､
書
写
さ
れ
､
敦
燈

で
は
ど
の
よ
う
な
用
途
が
あ
っ
た
の
か
｡
■

ま
ず
､
p
二
▲
七
八
一
▲
.
(
八
)
の
末
尾
に
は
｢
霊
棋
-
法
一
巻

殿
卜
錫
本
'
J
前
部
計
`
i
l
廿
E
叫
卦
､
壬
申
寓
ア

苑
梧
記
｣
と
い
う
二
行
の

題
記
が
あ
る
｡
敦
燈
本
甘
の
書
写
年
代
の
重
要
な
手
が
か
り
と
い
え
る
が
､
こ
の
｢
壬
申
｣
は
何
年
に
比
定
さ
れ
る
か
､
[
S
o
y
m
i
e
1
9
9
1
]

は
｢
九
一
一
.
.

-
｣
と
す
る
が
､
[
革
一
〇
〇
l
]
[
土
i
i
l
▲
一
〇
〇
川
]
は
貞
元
･
.
一
年
t
九
∴
)
と
し
て
お
り
､
人
き
く
異
な
る
｡
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先
述
の
よ
う
に
敦
燈
本
①
は
②
⑨
④
の
残
巻
と
比
べ
る
と
何
注
が
は
っ
き
り
し
な
い
ば
か
り
か
､
卦
形
を
｢
上

下下1l- f-

｣

で
示
す
が
､
卦
名
も

象
名
も
示
さ
な
い
な
ど
､
現
存
す
る
残
巻
､
抄
本
中
で
は
最
も
整
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
｡
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
｢
殿
下
錫
本
｣
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
文
字
は
他
本
よ
り
も
丁
寧
な
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
他
の
残
巻
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
で
､
か
つ
書
写
年
代
も
よ
り
古
い
も
の
と
考

ぇ
ら
れ
る
｡
ま
た
会
昌
年
間
(
八
四
一
-
八
四
六
)
に
福
州
で
李
遠
が
数
十
本
を
参
考
に
集
校
し
た
時
よ
り
も
前
に
書
写
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
｡

し
か
も
書
体
は
初
唐
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
は
お
も
わ
れ
な
い
｡
し
た
が
っ
て
､
貞
元
二
年
(
七
九
二
)
書
写
が
支
持
で
き
る
と
み
て
よ
い
で

ぁ
ろ
う
｡
た
だ
敦
塩
は
七
八
六
年
に
吐
蕃
の
手
に
落
ち
た
と
さ
れ
る
の
で
[
山
口
一
九
八
〇
]
､
こ
の
｢
殿
下
｣
が
誰
で
､
苑
梧
が
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
る
か
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
､
[
王
f
二
〇
〇
四
]
は
敦
燈
本
②
⑨
④
を
帰
義
軍
期
の
も
の
と
す
る
｡
敦
堤
本
①
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
支
持
で
き
る
｡
②
④
は
唐
末
以
降
に
あ
ら
わ
れ
る
胡
蝶
装
と
み
ら
れ
る
の
で
､
形
か
ら
み
て
も
①
よ
り
新
し
い
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
｡

な
お
､
⑨
は
そ
の
書
式
か
ら
①
よ
り
新
し
い
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
背
面
に
は
唐
詩
が
善
か
れ
て
い
る
｡
い
ず
れ
か
が
二
次
利
用
面
と
お
も
わ
れ

る
が
､
写
真
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
の
で
断
言
は
し
に
く
い
｡

『
霊
棋
経
』
は
十
二
の
棋
さ
え
あ
れ
ば
､
誰
で
も
占
う
こ
と
が
で
き
る
簡
便
な
占
笠
で
あ
る
｡
晩
唐
の
李
遠
は
旅
の
安
全
を
占
い
､
唐
末
五

代
の
人
､
韓
運
休
は
敵
の
包
囲
が
解
け
る
時
期
を
占
う
な
ど
､
『
霊
棋
経
』
は
常
に
危
険
が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
日
常
の
な
か
で
用
い
ら
れ

て
い
た
｡
唐
後
半
期
の
敦
塩
は
吐
蕃
に
し
た
が
い
､
そ
し
て
帰
義
軍
節
度
使
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
｡
敦
燈
に
お
け
る
複
数
の
『
霊
棋
経
』
抄

本
残
巻
は
敵
に
よ
る
包
囲
を
眼
前
に
し
て
い
た
韓
運
休
と
同
じ
心
象
を
持
つ
も
の
が
い
た
こ
と
を
示
す
と
お
も
わ
れ
る
｡

以
上
､
日
本
抄
本
に
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
後
序
は
道
蔵
本
に
も
あ
る
こ
と
､
そ
の
内
容
は
九
一
七
年
の
契
丹
に
よ
る
燕
城
包
囲
の
際
,

後
唐
の
役
人
が
『
霊
棋
経
』
で
占
っ
た
実
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
､
敦
燈
の
『
霊
棋
経
』
残
巻
に
は
吐
蕃
が
敦
塩
を
占
拠
し
て
い
た
時
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期
の
七
九
二
年
書
写
の
も
の
と
帰
義
軍
期
の
も
の
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
｡
次
に
『
霊
棋
経
』
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
た
の
か
を
み
て
み
た
い
｡

4

日
本
に
お
け
る

『
霊
棋
経
』

八
九
一
年
以
前
の
典
籍
が
収
録
さ
れ
た
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
目
録
』
･
五
行
家
の
項
に
は
｢
八
公
霊
纂
経
こ
｢
八
公
霊
纂
-
経
二
｣

｢
霊
纂
三
｣
が
み
ら
れ
る
｡
[
太
田
一
九
五
二
が
記
す
よ
う
に
､
こ
れ
ら
は
『
霊
棋
経
』
と
み
ら
れ
､
日
本
に
は
平
安
時
代
に
既
に
『
霊
棋

経』

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡

た
だ
､
現
存
す
る
日
本
抄
本
は
求
古
楼
本
が
室
町
初
期
､
東
大
絵
本
と
米
沢
本
は
室
町
後
期
書
写
と
さ
れ
､
い
ず
れ
も
韓
運
休
の
後
序
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
考
え
て
､
九
一
七
年
以
降
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
｡

こ
の
う
ち
最
も
由
来
が
あ
き
ら
か
な
の
は
､
奥
書
が
あ
る
東
大
絵
本
で
､
[
太
田
一
九
五
二
に
詳
し
い
｡
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
､
寛
治
元

午
(
l
〇
九
一
)

日
宋
貿
易
の
際
､
宋
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
抄
本
が
､
大
江
通
国
や
大
江
匡
房
の
養
子
､
大
江
有
元
や
中
原
師
遠
､
▲
▲

善
為
康
､
北
畠
親
房
な
ど
の
手
を
経
て
写
さ
れ
､
こ
の
抄
本
は
文
禄
二
年
(
一
五
九
三
)
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
｡
こ
の
こ
と
は
､
大
江

通
国
が
鳥
羽
上
皇
(
一
一
〇
三
-
一
一
五
六
)

の
も
と
に
『
霊
棋
経
』

の
宋
人
吉
写
本
を
献
上
し
､
上
皇
が
｢
覆
物
御
占
｣
を
し
て
遊
ん
だ
と

い
う
記
述
が
『
長
秋
記
』
に
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
東
大
総
本
を
み
る
と
『
霊
棋
経
』
は
占
笠
家
や
そ
の

道
に
通
じ
た
者
に
伝
え
ら
れ
､
射
覆
(
あ
て
も
の
)
を
お
こ
な
う
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ち
な
み
に
当
時
こ
う
し
た
典
籍
が

日
本
に
は
い
っ
て
-
る
窓
口
は
主
に
堺
で
あ
り
､
『
霊
棋
経
』
は
そ
こ
か
ら
禅
僧
や
貴
族
の
手
に
渡
り
､
書
写
に
よ
っ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
｡
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ま
た
[
太
田
一
九
五
二
に
よ
れ
ば
､
『
霊
棋
経
』
は
日
本
に
お
け
る
『
歌
占
』
と
い
う
典
籍
の
誕
生
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
｡
『
歌
占
』

は
現
在
､
龍
門
文
庫
に
現
存
す
る
巻
子
本
が
知
ら
れ
て
お
り
､
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
経
由
で
写
真
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

[
阪
本
龍
門
文
庫
二
〇

〇
二
｡
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
､
｢
｢
天
｣
･
｢
地
｣
･
｢
人
｣
各
三
個
合
せ
て
九
個
の
采
を
｢
天
は
す
み
地
は
に
ご
り
つ
つ
｣
云
々

の
歌
を
唱
え
て
梯
げ
､
出
た
組
合
せ
に
対
し
て
そ
の
本
に
掲
げ
ら
れ
た
短
歌
を
見
て
､
吉
凶
を
知
る
｣
も
の
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
結
果
が
｢
天

三

人
三
｣
で
あ
れ
ば
｢
み
な
か
み
に

鬼
す
み
わ
た
る
川
な
れ
は

い
つ
か
見
つ
け
て

ふ
し
っ
け
に
せ
ん
｣
と
短
歌
が
あ
り
､
川
の
中
に

い
る
鬼
の
絵
が
添
え
て
あ
る
｡
挿
絵
は
卦
す
べ
て
に
添
え
ら
れ
て
お
り
､
短
歌
の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
｡
こ
の
点
､
非
常
に
ユ
ニ
-
ク
で
あ

る
が
､
う
ら
な
う
手
順
や
文
章
構
成
に
は

『
霊
棋
経
』
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
推
論
は
十
分
な
蓋
然
性
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
｡

で
は
､
東
大
総
本
と
は
も
と
づ
く
祖
本
が
異
な
る
と
お
も
わ
れ
る
求
古
楼
本
､
米
沢
本
は
ど
う
い
っ
た
目
的
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

東
大
絵
本
と
異
な
り
書
写
し
た
人
物
や
そ
の
過
程
を
容
易
に
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
､
こ
こ
で
は
筆
者
が
実
見
し
た
米
沢
本
を
中
心
に
考
え

て
み
た
い
｡

米
沢
本
の
由
来
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
お
も
わ
れ
る
の
は
二
つ
の
所
蔵
印
に
あ
る
｡
は
じ
め
に
｢
米
揮
蔵
書
｣
印
､
首
尾

に
｢
毒
済
｣
鼎
印
が
あ
る
｡
｢
米
洋
裁
書
｣
印
は
上
杉
家
五
代
目
､
綱
憲
の
代
に
創
立
さ
れ
た
学
問
所
に
お
い
て
､
捺
さ
れ
て
い
た
官
用
の
蔵

書
印
で
､
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)

に
矢
尾
板
三
印
が
お
こ
な
っ
た
図
書
整
理
調
査
以
前
の
も
の
と
さ
れ
る

[
森
一
九
八
八
]
｡
そ
し
て
こ

の
学
問
所
を
前
身
と
し
て
安
永
五
年
(
一
七
六
六
)

に
藩
校
輿
譲
館
が
で
き
､
そ
れ
ら
蔵
書
が
引
き
継
が
れ
た
｡
つ
ま
り
こ
の
本
は
一
六
九
九

年
よ
り
以
前
か
ら
米
沢
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
｡

も
う
ひ
と
つ
は
｢
寿
済
｣
鼎
印
で
あ
る
｡
当
時
､
鼎
印
は
､
僧
侶
に
よ
-
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
[
小
野
l
九
四
三
]
｡
ま
た
室
町
後
期

の
抄
本
で
あ
る
の
で
､
室
町
後
期
の
僧
侶
と
｢
米
揮
蔵
書
｣
の
関
係
を
さ
ぐ
つ
て
い
け
ば
､
こ
の
典
籍
が
米
沢
に
あ
る
由
来
に
近
づ
-
手
が
か

り
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
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室
町
期
の
僧
侶
の
手
に
か
か
る
も
の
と
し
て
､
米
沢
市
立
図
書
館
に
は
現
在
『
史
記
幻
雲
抄
』
が
つ
た
わ
っ
て
い
る
｡
こ
れ
も
｢
米
揮
蔵
書
｣

印
が
お
さ
れ
た
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
そ
の
撰
者
､
月
舟
(
幻
雲
､
l
聖
ハ
○
-
1
五
三
二
:
)
は
臨
済
宗
･
幻
住
派
の
禅
僧
で
､
法
諒
は
｢
毒
桂
｣

で
あ
る
｡
諒
名
の
上
字
を
用
い
て
師
弟
関
係
を
示
す
こ
と
を
系
字
と
い
う
が
[
玉
村
二
〇
〇
二
｣
､
『
霊
棋
経
』

の
｢
毒
酒
｣
印
の
｢
蓑
｣
は
月

l-∴1

舟
の
｢
毒
桂
｣
の
系
字
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
証
明
す
る
材
料
は
十
分
で
な
い
が
､
米
沢
本
『
霊
棋
経
』
の
｢
毒
酒
｣
印
は
月
舟
寿
桂
に
近
い

青
山
も
し
-
は
幻
住
派
の
禅
僧
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
｡

米
沢
善
本
中
で
も
特
に
有
名
な
前
三
史
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
は
､
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
の
臨
済
宗
の
禅
僧
､
南
化
玄
興
(
一

年
二
八
-
一
六
〇
四
)
が
交
流
の
あ
っ
た
上
杉
家
の
武
将
､
直
江
兼
続
(
一
束
六
〇
I
∵
ハ
.
九
)に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
｡
た
だ
､

こ
れ
ら
は
印
や
書
き
込
み
な
ど
か
ら
い
ず
れ
も
月
舟
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
[
水
沢
一
九
八
八
]
｡
生
没
年
を
み
れ
ば
あ
き

ら
か
な
よ
う
に
月
舟
畜
桂
と
南
化
玄
輿
は
師
弟
関
係
に
は
な
い
が
､
こ
の
よ
う
な
書
物
の
伝
達
か
ら
､
南
化
玄
輿
の
学
問
に
月
舟
の
∴
疋
の
影

響
力
を
み
と
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
同
時
代
の
宋
元
時
期
の
史
書
を
数
多
-
参
照
し
た
『
史
記
幻
雲
抄
』
を
つ
く
り
だ
し
た
月
舟
の
学
問

は
､
竺
雲
等
連
(
二
人
三
-
一
p
g
七
一
)
､
桃
源
瑞
仙
(
一
四
三
〇
-
八
九
)
と
い
っ
た
青
山
に
お
け
る
史
書
の
注
釈
苧
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
そ
の
一
端
を
伝
え
よ
う
と
し
た
南
化
玄
輿
と
､
そ
れ
を
求
め
た
_
生
江
兼
続
と
の
交
流
に
よ
っ
て
前
三
史
は
米
沢

に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
､
こ
こ
に
室
町
期
の
僧
侶
の
所
蔵
印
が
捺
さ
れ
た
米
沢
本
『
霊
棋
経
』
も
ま
た
同
じ
く
五
山

か
ら
米
沢
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
o

で
は
､
こ
の
よ
う
な
典
籍
が
占
笠
家
で
な
い
禅
僧
や
武
将
の
間
で
書
写
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
､
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
｡

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
と
し
て
､
ま
た
米
沢
と
つ
な
が
り
が
あ
る
場
所
と
し
て
､
足
利
学
校
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
｡
桃
源

瑞
仙
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
-
す
る
一
四
三
九
年
､
現
在
の
栃
木
県
足
利
市
に
上
杉
憲
実
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
足
利
学
校
は
鎌
倉
の
円
覚
寺
か
ら

禅
僧
､
快
元
を
呼
び
よ
せ
､
序
主
と
し
た
｡
快
元
は
易
を
は
じ
め
と
し
て
四
書
に
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
ま
た
､
[
川
瀬
一
九
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四
八
]

に
よ
れ
ば
学
校
の
最
盛
期
は
天
文
十
九
年
(
一
五
五
〇
)

七
世
庫
主
と
な
っ
た
九
華
の
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
､
九
華
は
易
を
は
じ
め

と
し
て
四
書
五
経
は
も
ち
ろ
ん
医
書
や
兵
書
に
も
通
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
そ
し
て
｢
室
町
時
代
を
通
じ
て
学
校
が
繁
盛
し
､
全
国
各

地
か
ら
来
学
の
徒
が
絶
え
な
か
っ
た
所
以
は
､
当
時
の
社
会
､
殊
に
武
家
社
会
が
､
占
笠
を
必
須
と
し
､
占
笠
術
に
通
達
し
た
者
を
求
め
て
い

た
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
｡
然
も
な
お
占
笠
は
､
所
謂
軍
配
思
想
と
も
関
連
し
､
従
っ
て
之
が
又
軍
法
と
も
不
離
の
関
係
に
あ
る
為
､
占

笠
術
に
通
じ
た
者
が
､
軍
配
を
も
承
知
し
､
更
に
兼
ね
て
軍
法
を
も
心
得
て
い
る
｣
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
い
い
､
｢
足
利
学
校
は
易
学
を
教

授
す
る
の
が
其
の
目
的
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
｣
と
い
う
｡
ま
た
､
五
山
の
僧
が
足
利
に
学
ん
だ
例
も
あ
る
と
い
う
｡
つ
ま
り
､
月
舟
や
九

華
の
頃
､
彼
ら
の
学
問
へ
と
む
か
う
意
識
は
と
も
か
-
と
し
て
､
勝
利
を
得
る
た
め
の
作
法
ま
た
は
術
と
し
て
の
易
学
や
戦
勝
祈
願
や
日
取
り
･

方
位
の
吉
凶
を
占
う
｢
軍
配
｣
､
そ
し
て
兵
書
を
理
解
す
る
能
力
が
一
般
に
求
め
ら
れ
て
い
た
｡
そ
し
て
､
そ
れ
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
も
の

が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

振
り
返
っ
て
､
米
沢
善
本
､
と
く
に
『
霊
棋
経
』
と
同
じ
-
｢
米
洋
裁
書
｣
印
が
お
さ
れ
て
い
る
一
六
九
九
年
以
前
か
ら
米
沢
に
あ
っ
た
典

籍
に
目
を
向
け
れ
ば
､
『
武
経
紀
要
前
集
』

『
新
錦
武
経
標
題
正
義
』

『
施
氏
七
書
講
義
』

『
七
書
直
解
』
と
い
う
よ
う
な
､
宋
明
の
名
だ
た
る
兵

書
や
そ
の
注
解
善
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
｡
特
に

『
武
経
稔
要
』
な
ど
は
､
天
文
占
に
も
記
述
を
さ
い
て
お
り
､
こ
う
し
た
典
籍

(16)

が
日
本
の
軍
配
思
想
の
形
成
に
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
､
直
江
兼
続
に
つ
い
て
は
｢
若
い
時
か
ら
戟
陣
に
際
し
て
吉
凶
の
占
笠
を
相
し
て
お
り
､
文
禄
の
役
等
に
は
足
利
学
校
出
身
の
渦
轍
禅

匠
を
陣
中
に
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
上
杉
家
文
書
所
収
の
兼
続
自
著
の
軍
法
伝
書
(
兼
続
自
筆
)
を
見
る
に
､
軍
配
思
想
を
も
加
味
し
て

は
い
る
が
､
実
戟
の
軍
法
に
対
す
る
深
謀
遠
慮
も
亦
よ
く
尽
く
さ
れ
て
｣
[
川
瀬
一
九
四
人
]

い
る
と
い
う
｡
さ
ら
に
兼
続
は
那
須
の
僧
､
九

山
(
不
明
-
一
六
三
六
)
を
み
こ
ん
で
足
利
学
校
に
遣
り
､
一
六
一
八
年
に
米
沢
に
禅
林
寺
を
聞
か
せ
て
い
る
｡
寺
に
は
三
二
二
部
､
一
五
五

五
冊
の
蔵
書
が
あ
っ
た
と
さ
れ
､
そ
の
後
､
興
譲
館
に
ひ
き
つ
が
れ
た
と
さ
れ
る
｡
こ
れ
は
｢
米
揮
蔵
書
｣
と
の
関
係
に
お
い
て
興
味
深
い
が
､
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(17)

こ
こ
で
は
措
い
て
お
-
｡

そ
も
そ
も

『
霊
棋
経
』

の
序
で
は

｢
漠
留
侯
張
良
受
之
於
黄
石
公
､
能
知
未
然
之
事
｡
初
以
占
時
､
用
兵
出
行
､
万
無
一
失
｣
と
用
兵
の
際

に
占
う
こ
と
を
う
た
っ
て
お
り
､
『
六
範
』

『
三
略
』
の
ご
と
き
兵
法
を
授
け
た
と
さ
れ
る
黄
石
公
に
由
来
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
後
序

に
敵
包
囲
を
目
前
に
し
た
韓
運
休
の
体
験
談
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
兵
法
と
占
笠
の
結
び
つ
き
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
武
家
社
会
に
お

(18)

いて

『
霊
棋
経
』

は

｢
軍
配
｣
書
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
漢
籍
を
と
お
し
て
兵
法
と
軍
配
の
思
想
を

吸
収
し
よ
う
と
い
う
十
六
-
十
七
世
紀
の
気
風
が
五
山
､
足
利
､
米
沢
と
い
う
地
を
つ
な
い
で
お
り
､
そ
の
中
に
米
沢
本
を
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

お

わ

り

に

以
上
､
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
｡

21

一
､
明
代
以
前
の

『
霊
棋
経
』
に
は
､
敦
塩
出
土
の
残
巻
が
六
点
､
日
本
伝
存
の
抄
本
に
`
二
点
が
あ
る
｡
た
だ
し
､
日
本
抄
本
の
う
ち
旧
求
古

楼
蔵
の
一
本
は
現
在
台
湾
に
あ
る
｡
日
本
抄
本
に
は
共
通
し
て
｢
嚢
城
通
人
法
味
｣
が
登
場
す
る
序
と
｢
韓
運
休
｣
な
る
人
物
の
後
序
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
に
比
す
べ
き
も
の
は
道
蔵
本
に
も
見
ら
れ
､
『
霊
棋
経
』

本
来
の
構
成
や
淀
伝
に
つ
い
て
知
る
に
は
道
蔵
本
や
日
本
抄
本
同
士
の
比
較

が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
敦
燈
本
②
に
も
こ
の

｢
法
味
｣
が
登
場
す
る
序
が
あ
り
､
日
本
抄
本
と
対
比
す
る
こ
と
で
両
者
の
特
徴
が
わ
か
る
｡

二
､
序
の
対
比
や
分
析
を
と
お
し
て
､
日
本
抄
本
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
と
旧
求
古
楼
蔵
本
､
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
の
二
系
統
に
わ



か
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
お
そ
ら
く
異
な
る
時
期
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
か
､
こ
の
こ
ろ
､
中
国
に
こ
の
二
系
統
以
上
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
『
霊
棋
経
』

は
東
晋
期
に
つ
く
ら
れ
､
六
朝
期
に
顔
注
と
何
注
が
つ
け
ら
れ
た
と
お
も
わ
れ
､
卦
象
名
が
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
唐
代
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
｡
そ
し
て
テ
キ
ス
ト
の
基
本
的
な
骨
格
は
六
朝
期
の
も
の
を
あ
る
程
度
と
ど
め
た
ま
ま
､
か

な
り
広
範
囲
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
｡

三
､
敦
燈

『
霊
棋
経
』
残
巻
に
は
吐
蕃
に
よ
る
占
拠
期
の
七
九
二
年
書
写
の
比
較
的
古
い
構
成
の
も
の
と
､
そ
の
後
の
帰
義
軍
期
に
書
写
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
が
あ
り
､
敦
燈
と
い
う
一
地
域
で
も
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
｡
ま
た
､
晩
唐
の
こ
ろ
､
江
南
の
一
地
域
で
も
数

十
種
も
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
お
り
､
そ
の
効
験
を
信
じ
る
者
の
手
に
よ
っ
て
集
校
が
お
こ
な
わ
れ
た
｡
ま
た
日
本
抄
本
に
み
ら
れ
る
後
序

は
九
一
七
年
､
契
丹
に
よ
っ
て
燕
城
が
包
囲
さ
れ
た
際
､
後
唐
の
役
人
､
韓
運
休
が
『
霊
棋
経
』
を
使
用
し
た
際
の
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
､

こ
れ
も
ま
た
テ
キ
ス
ト
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
際
に
つ
け
ら
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
｡
『
霊
棋
経
』

は
政
権
の
手
に
よ
っ
て
で
は
な
-
､
こ
の
典

籍
に
関
心
を
持
つ
者
達
に
よ
っ
て
伝
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
｡
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四
､
東
大
絵
本
は
日
宋
貿
易
の
際
､
宋
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
抄
本
を
も
と
に
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
､
多
-
の
陰

陽
家
や
占
笠
を
よ
く
す
る
家
に
つ
た
え
ら
れ
､
上
皇
が
射
覆
を
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ
た
｡
求
古
楼
本
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
､
同
系
の

抄
本
の
可
能
性
が
あ
る
米
沢
本
は
､
五
山
の
禅
僧
が
書
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
こ
の
典
籍
は
当
時
､
兵
法
と
と
も
に
重
要
で
あ
っ
た
｢
軍

配｣

に
関
す
る
典
籍
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
み
ら
れ
､
南
化
玄
興
と
直
江
兼
続
の
交
流
か
､
そ
れ
に
と
も
な
う
五
山
と
米
沢
の
関
係
に
よ
っ
て
米

沢
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
｡



『
霊
棋
経
』

は

『
周
易
』
に
相
似
し
て
い
る
点
も
あ
る
が
､
い
ま
や
こ
れ
を
も
ち
い
て
占
卜
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
聞
か
な

い
｡
し
か
し
中
国
で
は
明
清
期
に
い
た
る
ま
で
､
日
本
で
は
室
町
時
代
ま
で
､
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
､
実
際
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
｡
唐
五
代
に
官
吏
が
ど
う
し
て
も
先
の
読
め
な
い
立
場
に
お
か
れ
た
時
に
､
不
安
を
遠
ざ
け
て
行
動
を
お
こ
す
た
め
の
判
断
基
準
に
も

ち
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
｡
日
本
で
は
占
笠
家
や
貴
族
層
の
間
で
も
広
-
用
い
ら
れ
､
趣
向
を
か
え
た
新
し
い
典
籍
が
生
み
だ
さ
れ
た
り
も
し
た
｡

ま
た
中
国
の
典
籍
を
研
究
し
て
い
た
禅
僧
ら
の
興
味
を
ひ
き
､
そ
れ
を
通
じ
て
中
国
の
兵
書
を
読
む
武
将
に
も
関
心
を
持
た
れ
る
対
象
と
な
っ

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

こ
う
し
た
例
は
あ
る
典
籍
が
ど
の
よ
う
に
束
ア
ジ
ア
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
､
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
も
ち
い
ら
れ
た
の
か
と

い
う
点
か
ら
興
味
深
い
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
ま
た
､
こ
の
本
が
ど
の
よ
う
に
し
て
道
蔵
に
と
-
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
､
そ

の
過
程
は

｢
道
教
｣

の
展
開
を
し
る
う
え
で
も
興
味
深
い
｡

な
お
､
蛇
足
な
が
ら
､
こ
う
し
た
占
卜
の
書
籍
に
関
心
を
も
っ
た
理
由
を
付
記
し
て
お
-
0

ま
ず
｢
は
じ
め
に
｣

に
書
い
た
よ
う
に
､
陰
陽
術
数
占
卜
の
典
籍
は
中
国
よ
-
も
と
-
に
‖
本
に
残
存
し
て
お
り
､
東
ア
ジ
ア
の
書
籍
の
歴

史
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
｡
二
つ
め
に
従
来
､
自
身
の
研
究
チ
-
マ
と
し
て
き
た
敦
燈
本
の

『
新
修
本
草
』

の
紙
背
面
に

陰
陽
術
数
の
善
が
み
ら
れ
る
理
由
を
考
え
る
一
助
と
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
三
つ
め
に
米
沢
善
本
の
よ
う
な
身
近
に
存
在
す
る

伝
世
資
料
か
ら
東
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
､
自
身
の
日
常
的
な
意
識
に
か
か
わ
る
課
題
と
お
も
え
た
か
ら
で
あ

る｡
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注

(
-
)
前
三
史

(
国
宝
)

お
よ
び

『
千
金
方
』

(
重
要
文
化
財
)

は
現
在
､
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
直
江
兼
続
や
前
田
慶
次
に
か
か
わ

る
こ
と
が
あ
き
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
､
詳
し
く
は

[
内
田
一
九
八
八
]
を
み
ら
れ
た
い
｡

(
2
)
本
論
で
は
一
貫
し
て
『
霊
棋
経
』
と
表
記
し
た
が
､
『
異
苑
』
､
『
随
喜
』
巻
三
四
･
経
籍
志
､
敦
堤
本
①
に
は
『
十
二
某
ー
』
､
『
十
二
霊
棋
卜
経
』
､
『
霊

棋
一
法
』
､
道
蔵
本
で
は

『
霊
棋
本
章
正
経
』
と
な
っ
て
い
る
｡
基
本
的
に
同
じ
典
籍
と
み
な
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
本
稿
に
示
し
た
と
お
り

で
あ
る
｡

(
3
)

例
と
し
て
米
沢
本
の

｢
鬼
災
卦
虚
耗
象
｣

(
四
庫
本
第
一
〇
〇
･
一
上
四
下
に
相
当
)

の
録
文
を
示
し
た
｡

虚
耗
組
一
四

家
有
悪
鬼
｡
両
々
野
坐
､
何
人
過

失
｡
断
水
絶
火
､
天
神
地
祇
専
察
人
過
｡

顔
日
､
陰
陽
無
隔
､
不
相
制
禦
人
位
､
暁
無
為
家

主
､
故
使
贋
鬼
､
賓
繁
｡
此
卦
万
事
不
吉
､
占
宅

地
及
占
病
､
尤
凶
｡

何
日
､
修
福
頑
禍
､
尤
煩
憤

水
火
也
｡

冒
頭
の

｢
虚
耗

鬼
災
一
四
｣

の
部
分
の
表
記
方
法
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
､
抄
本
同
士
の
関
係
を
推
察
す
る
手
が
か
-
と
な
る
｡

(
4
)
な
お
､
敦
燈
の
残
巻
に
つ
い
て
は

『
英
蔵
敦
燈
文
献
』

(
四
川
人
民
出
版
社
)
､
『
法
蔵
敦
憧
西
域
文
献
』

(
上
海
古
籍
出
版
社
)
､
『
敦
塩
宝
蔵
』

(
新
文

豊
出
版
公
司
)

な
ど
も
参
照
し
た
｡

(
5
)

『
霊
棋
経
』
に
つ
い
て
は
以
下
の
版
を
実
見
し
た
｡
巻
数
､
序
､
本
文
､
後
序
の
構
成
お
よ
び
卦
形
の
表
記
方
法
を
比
較
す
る
こ
と
で
お
お
よ
そ
の
継

承
関
係
が
わ
か
る
｡
諸
版
本
の
比
較
か
ら
お
お
よ
そ
四
種
類
の
系
統
に
わ
け
ら
れ
る
｡
一
類
が
⑧
､
二
類
が
⑨
⑪
⑮
⑯
､
三
類
が
⑫
､
四
類
が
⑲
⑬
⑭

⑰
⑱
で
､
二
類
と
四
類
は
類
似
す
る
が
､
卦
の
表
記
が
異
な
る
｡
三
類
と
し
た
⑫
は
｢
古
本
｣
を
う
た
う
が
､
象
と
詩
だ
け
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
の

は
不
自
然
で
､
作
為
的
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
一
種
､
偽
書
め
い
て
い
る
こ
と
は
､
一
人
〇
〇
年
代
に
い
た
っ
て
も
､
依
然
と
し
て

『
霊
棋
経
』

が
一

定
程
度
の
価
値
を
も
つ
卜
笠
書
と
し
て
の
地
位
を
し
め
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡

⑧

『
正
続
道
蔵
』
本
(
正
統
十
年
(
一
四
四
五
)
)

【
二
巻
】

⑨

明
･
正
徳
十
五
年
(
一
五
二
〇
)
刊
本
【
二
巻
】
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本

⑲

明
･
寓
暦
元
年

(
一
五
七
三
)

刊
本
【
一
巻
】
国
立
公
文
書
館
(
内
閣
文
庫
)
蔵
本

⑪

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
(
一
七
人
二
)

【
二
巻
】

⑫

百
二
漠
鏡
斎
秘
書
四
種
(
一
八
二
四
)
■

第
二
冊
【
一
巻
】
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⑱⑰⑯⑮⑭⑬

珠
叢
別
録
(
一
八
二
一
-
一
人
五
〇
)
百
部
叢
書
集
成
･
五
三
【
二
巻
】

長
恩
書
室
叢
書
乙
集
(
一
八
五
四
)

第
十
五
冊
【
二
巻
】

述
古
叢
紗
初
集
(
▲
.
八
七
一
-
l
八
七
九
)

第
八
･
九
冊
【
二
巻
】

翠
榔
坪
館
叢
書
(
l
九
一
六
)

子
部
三
六
･
三
七
冊
【
二
巻
】

墨
海
金
壷
子
部
(
1
九
二
二
百
部
叢
書
集
成
･
四
七
【
二
巻
】

叢
書
集
成
初
編
(
一
九
三
五
-
一
九
三
七
)

【
二
巻
】

(
6
)
な
お
､
[
中
村
一
九
九
九
]
は
ア
ジ
ア
の
占
い
書
と
し
て
『
霊
棋
経
』
と
『
歌
占
』
を
わ
か
り
や
す
-
解
説
し
て
い
る
o

(
7
)
な
お
､
[
王
J
k
l
1
0
〇
四
]
は
p
四
〇
四
八
を
二
耗
に
わ
か
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
､
そ
の
背
面
を
｢
開
`
九
十
四
年
懸
泉
府
牒
｣
と
す
る
｡
図
録
や

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
だ
け
を
み
れ
ば
二
紙
に
み
え
る
が
[
S
o
y
m
i
t

1
9
9
5
]
に
は
胡
蝶
装
の
`
.
葉
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
o
ま
た
､
背
面
､

p
四
〇
四
八
Ⅴ
に
あ
た
る
資
料
は
『
敦
燈
宝
蔵
』
『
法
蔵
敦
燈
西
域
文
献
』
『
敦
燈
遺
書
総
目
索
引
新
編
』
と
も
に
み
あ
た
ら
な
い
｡

(
8
)
米
沢
本
は
題
愈
に
『
壷
免
経
』
と
な
っ
て
い
る
｡
『
郡
曇
雲
量
心
』
に
｢
霊
亀
経
壷
｣
が
あ
る
が
､
『
霊
棋
経
』
と
は
別
に
項
目
が
た
っ
て
お
り
『
霊

棋
経
』
と
は
異
な
る
本
で
あ
る
｡

(
9
)
*
印
を
つ
け
た
｢
左
目
有
月
｣
-
｢
遇
烏
陰
以
理
｣
の
部
分
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
み
あ
た
ら
ず
､
楊
守
敬
が
み
た
よ
り
も
後
に
落
▲
-
し
た
と
お

も
わ
れ
る
｡

(
1
0
)
求
古
楼
本
の
序
に
つ
い
て
､
本
稿
で
は
主
に
楊
守
敬
の
抄
録
に
依
拠
し
た
｡
斯
道
文
庫
戒
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
米
沢
本
と
比
較
し
て
み
る
と
､
楊

守
敬
は
か
な
り
忠
実
に
書
き
写
し
た
と
み
ら
れ
､
貴
重
な
記
録
と
い
え
る
｡

(1

-
)
こ
こ
で
い
う
兵
書
と
は
『
六
範
≡
三
略
』
で
あ
る
｡
た
だ
し
正
史
本
文
に
｢
黄
.
<
公
｣
と
明
記
さ
れ
た
の
は
､
『
後
漢
書
』
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
｡
｢
黄

石
公
｣
伝
説
は
魂
晋
南
北
朝
期
に
な
っ
て
整
理
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
｡

(
s
)
『
異
苑
』
巻
五
(
『
太
平
御
覧
』
巻
七
二
六
･
十
二
某
卜
に
も
ほ
ぼ
同
文
を
引
く
)

異
苑
日
､
十
.
I
l
暮
-
出
自
張
文
成
受
法
於
黄
石
公
､
行
帥
用
兵
寓
不
失
一
､
逮
至
東
方
朔
､
密
以
占
衆
事
｡
自
此
以
後
､
秘
而
不
博
｡
音
寧
康
初
､
嚢

城
寺
法
味
通
人
､
忽
遇
l
:
老
公
着
黄
皮
衣
､
竹
筒
盛
此
書
､
以
授
法
味
｡
無
何
失
所
在
o
逐
復
流
干
世
｡

(1
3)

[
李
一
九
八
六
]

に
よ
る
｡

(1

4
)
た
と
え
ば
南
朝
の
医
家
､
徐
文
伯
の
曾
祖
父
､
徐
輿
は
秦
望
山
で
道
↓
に
出
会
い
､
ひ
さ
ご
を
も
ら
い
､
あ
け
て
み
る
と
『
扇
鶴
鏡
経
』
が
は
い
っ

て
い
た
と
あ
り
､
こ
れ
が
徐
氏
一
族
の
医
家
と
し
て
の
は
じ
ま
-
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
｡
[
岩
本
一
九
九
八
]
｡

(
t
=
)
た
だ
し
､
上
杉
家
旧
蔵
『
史
記
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
月
舟
の
蔵
書
印
は
｢
月
舟
｣
鼎
印
で
あ
る
｡
鼎
印
だ
が
法
諒
を
用
い
て
い
な
い
｡

(
1
6
)
た
と
え
ば
[
坂
出
.
.
九
九
二
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
､
天
文
占
は
唐
代
ま
で
の
も
の
が
､
後
世
の
兵
書
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
｡
こ
う
し
た
流
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れ
と
兵
書
を
は
じ
め
と
し
た
漢
籍
輸
入
の
展
開
が
日
本
に
お
け
る
｢
軍
配
思
想
｣
の
形
成
に
あ
た
え
た
影
響
は
密
接
な
も
の
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
o

な
お
｢
軍
配
思
想
｣
に
つ
い
て
は
[
小
和
田
一
九
九
〇
]
に
整
理
さ
れ
て
い
る
0

(-

7
)
足
利
学
校
璽
日
に
『
霊
棋
経
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
は
み
あ
た
ら
な
い
が
､
米
沢
の
『
霊
棋
経
』
が
九
山
に
よ
っ
て
足
利
学
校
で
写
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡

(-

8
)
米
沢
本
は
日
本
抄
本
の
な
か
で
は
序
に
大
き
な
節
略
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
｡
略
さ
れ
た
の
は
｢
呪
文
｣
部
分
で
あ
る
｡
そ

の
理
由
は
､
呪
文
を
と
も
な
う
行
為
に
あ
ま
り
意
味
を
認
め
な
か
っ
た
か
､
秘
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
他
の
占
笠
と
比
べ
た
と
き
『
霊

棋
経
』
の
良
さ
は
十
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